



























































































































































































































































































2 うまくできなかったな .665 .071
7 このままではまずい .637 .067
1 どうしよう .604 .127
16 もっとしっかり準備しておけばよかった .579 .037
5 努力が足りなかった .557 .161
12 何であんなことを言ってしまったのだろう .524 .048
4 きっと落ちているだろう .519 .163
15 この先どうなるのだろう .517 .049
第2因子 肯定的自動思考（α＝.78）
6 次への参考になった .008 .773
13 気を取り直して，次は頑張ろう .022 .707
3 この経験を次に活かそう .053 .694







2 実現可能な短期的な目標を立てて実行する .665 .105 .050
17 大変なことも一生懸命がんばる .663 .122 .010
1 面接での対応や勉強の仕方など，自分なりの工夫をする .661 .053 .017
13 とうていうまくいかなそうでも，納得するまであきらめない .652 .010 .050
6 必要な知識や情報は積極的に収集する .637 .016 .020
9 長期的な計画を立てて，視野に入れておくようにする .635 .020 .108
5 うまくいかない時は，なぜだめなのか考えてその後に役立てる .634 .029 .059
10 やるべきことに力を注いで不安を吹き飛ばす .612 .202 .047
12 なかなかうまくいかなくても努力してがんばることが大事だ .545 .010 .095
24 自分の夢や将来のためだから，つらくても我慢する .439 .018 .130
20 がんばれば，努力はきっと報われると思う .431 .111 .115
第2因子 肯定的思考への変換（α＝.77）
14 うまくいかなかったことはあまりくよくよ考えない .010 .724 .025
15 思ったほどうまくいかなくても，あまり深刻に考えすぎない .017 .693 .006
25 不安を感じても特に対処しない，なるようになると思う .200 .660 .031
22 先のことを考えて不安になり過ぎないようにする .118 .548 .043
19 ものごとのよい面を考えようとする .212 .542 .052
23 結局，最後は何とかなると信じている .031 .430 .037
21 やってもだめなことはあきらめて，他のことをするよう気持ちを替える .145 .394 .034
第3因子 気晴らし行動とカタルシス（α＝.85）
3 行き詰ったり不安なときは誰かに話を聞いてもらい気を持ち直す .037 .048 .850
7 思うようにいかなくて焦ったら誰かに相談してまたがんばる .001 .020 .809
4 思うようにいかなくて落ち込んだら，友達としゃべったり食事をする .043 .018 .751
因子相関 F1 F2 F3





























































否定的自動思考  .097 .013 .173** .007 .280**
肯定的自動思考  .493** .354** .192** .363**
目標達成への努力  .225** .393** .593**
































































































































L群 52 99 151
（2.3） （+2.3）
H群 65 71 136
（+2.3） （2.3）














L群 43 109 152
（4.6） （+4.6）
H群 74 61 135
（+4.6） （4.6）
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